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様式第七号（第三十五条の五、第三十五条の八関係）　（第３面）

実習併用職業訓練の対象者氏名 生年月日 年　齢

年　　　月　　　日生 　　　　　　歳

年　　　月　　　日生 　　　　　　歳

年　　　月　　　日生 　　　　　　歳

年　　　月　　　日生 　　　　　　歳

年　　　月　　　日生 　　　　　　歳

年　　　月　　　日生 　　　　　　歳

年　　　月　　　日生 　　　　　　歳

年　　　月　　　日生 　　　　　　歳

年　　　月　　　日生 　　　　　　歳

年　　　月　　　日生 　　　　　　歳

年　　　月　　　日生 　　　　　　歳

年　　　月　　　日生 　　　　　　歳
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実践型人材養成システム実施計画 

 

１ 訓練コース名 介護老人保健施設介護職員養成コース 

 

２ 教育訓練実施機関 実習等（ＯＪＴ）○○法人○○会介護老人保健施設○

○○○ 

              （ＯＦＦ-ＪＴ）○○法人○○○○○ 

３ 教育訓練期間 平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日 

 

４ 教育訓練時間 ６２０時間  うちＯＪＴ    ４９０時間 

                  ＯＦＦ-ＪＴ １３０時間 

 

５ 訓練対象者  人 

 

６ 教育訓練目標 

  介護老人保健施設において介護サービスを提供する際に、従事者に必要な

基礎知識と技能を習得させ、将来、当施設の介護における中核となる人物を

育成する。 

 

７ 座学等及び実習等で習得する技能並びにこれに関する知識又は職務の範囲 

  座学等により介護技術に係るホームヘルパー２級を習得しうる基本的技能

及び知識を習得し、その上にたって、介護老人保健施設で提供する介護サー

ビスに係る実践的な技能及び知識を習得する。 

 

８ 教育訓練カリキュラム 

  別添１のとおり 

 

９ 訓練計画予定 

  別添２のとおり 

 

10 職業能力の評価の方法 

  ホームヘルパー２級の取得及びジョブカード〔評価シート〕（評価の出所：

実践型人材養成システム普及のための地域モデル事業により作成した評価基

準） 

作成担当 社団法人全国老人保健施設協会 常務理事 平川博之 

○○法人○○○○○ 役職○○○ 氏名○○ ○○  
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職務又は教科の内容 時間

介護老人保健施設介護技術１ 介護老人保健施設の概要の理解と介護の基本姿勢の習得 35

介護老人保健施設介護技術２ 生活の場としての療養環境を整える意義の理解と基礎的な直
接介護（移動、食事、排泄、更衣、入浴等）の体験

105

介護老人保健施設介護技術３ 尊厳と自立支援の視点からの直接介護（移動、食事、排泄、
更衣、入浴等）の体験

105

介護老人保健施設介護技術４ 認知症利用者の理解と基礎的な直接介護（移動、食事、排
泄、更衣、入浴等）技術の習得及び薬の服用の方法、副作用
また食事との関係の理解

105

介護老人保健施設介護技術５ ケアプラン、チームケア、多職種連携の重要性を理解した上で
の基礎的な直接介護（移動、食事、排泄、更衣、入浴等）の習
得と緊急時対応の理解

105

介護老人保健施設介護技術６ 評価時点での追指導項目やＯＪＴ実施期間を振り返ってのフォ
ローアップ

35

福祉理念とケアサービスの意義 QOL の向上、ノーマライゼーション、自立支援など各分野に共
通する主流理念

3

サービス提供の基本視点 豊かな人間観、他者理解と共感、自立支援、利用者の自己決
定

3

高齢者保健福祉の制度とサービス 高齢者保健福祉の背景と動向、高齢者保健福祉の制度と
サービスの理解、医療福祉・年金・生活保護制度、住宅施策
その他高齢者保健福祉に関する制度及び施策、高齢者及び
障害者の人権擁護システム

3

障害者（児）福祉の制度とサービス 障害者福祉の理念と原則、障害とはなにか､障害者の実態と
障害別特徴、障害者（児）福祉の背景と動向、障害者（児）福
祉（身体障害、知的障害、精神障害、難病）の制度サービス

3

ホームヘルプサービス概論 ホームヘルプサービスの社会的役割、ホームヘルプサービス
の制度と業務内容、介護サービス情報の公表、巡回ホームヘ
ルプサービスの理解、チームケアの必要性と理解、地域包括
支援センター等の関連機関との連携、近隣、ボランティアとの
連携

3

ホームヘルパーの職業倫理 ホームヘルプサービス業務においてとるべき基本的態度、福
祉業務従事者としての倫理、サービス提供における利用者の
人権の尊重、プライバシーの保護等

2

障害･疾病の理解 身体の仕組み、加齢による老化、認知症、脳卒中後遺症、精
神障害、脳性麻痺及び脊髄損傷等による肢体不自由、知的
障害、てんかん、視覚障害及び聴覚障害、心機能障害などの
内蔵障害、高血圧、糖尿病、介護保険制度における特定疾病
の概要

8

高齢者、障害者（児）の心理 高齢者、障害者（児）の心理 3

高齢者、障害者（児）等の家族の理解 家族の役割と機能、高齢者及び障害者（児）の家族のストレ
ス、家族に対するアセスメントの方法、家族とのコミュニケー
ションと援助、一人親家庭の理解

3

介護概論 介護の目的及び機能と基本原則、介護ニーズと基本的対応、
在宅介護におけるリハビリテーションの視点、リハビリテーショ
ン介護とは、介護者の健康管理、ターミナルケアの考え方

3

介護事例検討 高齢者介護の特徴と留意点、障害者介護の特徴と留意点、障
害児介護の特徴と留意点

4

住宅・福祉用具に関する知識 生活行動と生活空間、在宅介護における住宅の役割と機能、
快適な室内環境、防災等の安全管理、住宅改修のポイントと
事例、福祉用具の役割と利用に関する知識、主な福祉用具の
種類と機能・使用法に関する知識、介護保険制度上の福祉用
具貸与・購入費

4

座
学
等

（
O
F
F

‐
J
T

)

ＯＪＴ計　490時間

O
J
T

教育訓練カリキュラム

介護老人保健施設介護職養成コース訓練コース名

職務名又は教科名

実
践
型
人
材
養
成
シ
ス
テ
ム
の
内
容

学
　
　
科
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家事援助の方法 生活援助の目的及び機能と基本原則、生活援助の方法、生
活援助における自立支援、高齢者及び障害者（児）と栄養、食
生活のあり方、調理方法の基本的な理解、高齢者及び障害者
（児）への調理技術、糖尿病及び高脂血症等に対する特別
食、食品の保存管理、ゴミの始末、調理器具及び食器等の衛
生管理、高齢者及び障害者（児）と被服、快適な室内環境と安
全管理

4

相談援助とケア計画の方法 ケアマネジメントの視点と方法、介護保険制度における居宅介
護支援の理解、相談援助の目的及び機能と基本原則、情報
の収集とニーズの発見、業務におけるケア計画の方法、援助
内容の見直しの視点と手続き

4

医学の基礎知識Ⅰ 日常的な病気の基礎知識と予防・対処方法、健康チェックとバ
イタルサイン、高齢者に多い訴えとその対処方法、感染症の
理解と予防

3

在宅看護の基礎知識Ⅰ 身体の観察、薬の飲ませ方と保管、医療的な処置 3

リハビリテーション医療の基礎知識 リハビリテーション医療の意義と役割、リハビリテーション医療
の概要、訪問リハビリテーションスタッフとの連携の進め方

2

共感的理解と基本的態度の形成 ロールプレイの進め方、ロールプレイの実際、ロールプレイ後
のディスカッション

4

基本介護技術　1 腰痛の予防等援助者の健康管理、移動・歩行の介護　他 6

基本介護技術　2 ベッドメイキングの方法、衣服・着脱の介護　他 6

基本介護技術　3 身体の清潔、入浴の介護　他 6

基本介護技術　4 排泄・尿失禁の介護　緊急時対応法　他 6

基本介護技術　5 食事の介護、介護の心構え（まとめ） 6

訪問介護計画の作成と記録・報告の技
術

業務のための情報収集とアセスメント、ホームヘルパーとして
のサービス提供目標の設定と訪問介護計画の作成、記録の
書き方、サービス提供責任者への報告・相談のしかた、事例
報告のまとめ方

5

レクリエーション体験学習 レクリエーションの視点とプログラム、高齢者及び障害者を対
象とするレクレーションの体験学習

3

介護実習 介護保険施設サービス提供現場での実習の視点、介護老人
保健施設について

16

ホームヘルプサービス同行訪問 同行訪問の視点、利用者のニーズに対応したサービスの提供 8

在宅サービス提供現場見学 在宅サービス提供現場での実習の視点、通所リハビリテー
ションについて

6

※ＯＪＴ詳細カリキュラムは別紙参照

実
践
型
人
材
養
成
シ
ス
テ
ム
の
内
容

実践型人材養成システム合計　620時間

学
　
　
科

座
学
等

（
O
F
F

‐
J
T

)

演
　
　
習
　
　
等

OＦＦ－JT（教育訓練機関）小計　130時間

学科計　58時間

演習計　72時間
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課題

・利用者の私物管理方法習得

・利用者の私物汚れ物の扱い習得 ・多職種協働で実施していることを知る

・手洗い手順、感染予防の基本実行 ・介護の総合性、関連性を知る

移動・

リハビリ

栄養と

食事

排泄

更衣・

整容介助

入浴の

意義・方法

レクリエーション

・集団リハ

記録

訓練方法

　知る

　介助でのリスクを回避する

・指導者や先輩職員の指導のもとで単独

　介助も含めて行う

・報告、連絡、相談を徹底して指導し、単独

  コミュニケーション

・多様な方法でのコミュニケーション

・記録の種類と利用方法を知る

・洗身介助

・洗髪介助

・手作業、活性化プログラム参加

・PWC( ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ）設置方法、清潔管理

・入浴準備

・浴室案内から更衣介助

・食事環境づくりと食欲

・誤嚥を防ぐ

・排泄方法の選択

・上手な声かけ方法

・軽度者への単独介助

　補助的に行うこととする

・介護の基本となるコミュニケーション重視

・記録の読み方を知る

・施設の記録種類、保管方法を知る

・指導者や先輩職員の立会いのもとで

・補助的に参加する

・看護職、介護職の連携の必要性を知る

・水分補給の援助をする

・整髪の介助を習得

・入浴の手順を見学し、理解する

・体調観察の重要性を知る

・障害と更衣援助の基本を知る

　から経験する

・トイレ誘導、トイレでの排泄

・食器の種類、自立支援を理解

・排泄の重要性を知り、間接的、軽易な介助

・配膳、下膳方法習得

・指導職員が適時点検し、指導する

・それらを記録する

　自己紹介

・１日をふりかえり、記録する

・見学する

・訓練生の得意なプログラムに参加し

・入浴の手順を見学し理解する

・更衣介助を見学する

・口腔ケア用具の使用方法習得

・義歯の清潔保持方法習得

・片麻痺利用者の歩行介助方法を理解

・要介護者の移動と転倒等のリスクを理解

・口腔体操、各種体操の実演

　訓練への基本姿勢を確立する

・リハビリの様子を見学する

・移動補助用具にふれる

・移動介助の様子を見学する

・排泄の重要性を知る

　　　                　　　　　　　　　　実践型人材養成システムOJＴカリキュラム

・機械浴操作方法

・尊厳とプライバシーへの配慮の重要性を知る

・軽度者への単独介助

・重度者への介助補助

・オムツ交換補助

・便秘、下痢等への対応

・手洗い手順、感染予防の基本理解と実行

・聴覚や視覚に障害を持つ方への留意点を

　知り、コミュニケーションをとる

・利用者ごとの食事形態を理解

・医師食事箋の意味を理解

・禁止食品等とその理由を知る

・介護職の倫理と守秘義務を理解する

　介助

・報告、連絡、相談の重要性の理解と実行

・利用者の１日の生活を知る

・介護職員の１日の業務を知る

・介護の基本原則を理解する

・移動補助用具の種類と使用方法習得

・車椅子の構造、種類、介助時注意点の理解

・移動介助における自立支援の理解

・排泄用具の種類と取り扱い方法習得

・尊厳と自立支援の視点で直接介護を体験し、

　を知る

・認知症ケアの基本を知る

・温度、湿度等を快適に管理する

・胃ろうの利用者と食事

・食中毒防止につて知る

　（食事介助を受ける。オムツをつけて排泄等）

・ふりかえりの時間を必ず持つ

・できるだけ多く利用者の話を聴く

・老健施設での排泄ケアの理念を理解する

時間数

到達目標

３５時間

・介護され体験

・職員が多職種で構成されていることを知る

・指導者や先輩職員と終日業務を共にする

・指導者や先輩職員の業務を見学する

・老健で提供している食事について知る

・食材管理、調理、献立を知る

・配膳等を経験する

・老健施設の概要を把握し

・実践型人材養成システム概要説明

・施設の理念、概要説明

・指導者との対面

・事務手続き

・施設見学

・訓練中の心構え

・軽度者への単独介助

・生活リハビリの視点、能力の維持と拡大

　技術を習得

・掃除道具や洗濯機等の使用方法習得

・リネン交換方法の習得

・屋外での移動介助、生活範囲拡大への

　説明できる

・リハビリやレクリエーションの意義を理解する

・障害高齢者の日常生活自立度判定基準を

・認知症高齢者の日常生活自立度判定基準

１０５時間 １０５時間

介護老人保健施設介護技術2（第２～４週） 介護老人保健施設介護技術3（第5～７週）介護老人保健施設介護技術１（第１週）

・療養環境を清潔に整えるに必要な知識、

・療養環境を整える意義を理解して取り組める

・基礎的な直接介護を体験し、説明できる
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課題

移動・

　リハビリ

栄養と

　食事

排泄

更衣・

　整容介助

入浴の

意義・方法

・入浴時の観察、気づきの大切さを知る

・入浴に関するケアを行う

レクリエーション

　・集団リハ

記録

訓練方法

・緊急時の対応を知る　る

・理念、知識、技術を総括し、評価する

・理念、知識、技術を総括し、評価する

・訓練生の総括を文書にする

・ケアプランを１件作成する

・指導者が中心になってまとめを行う

・先輩職員から評価を得る

・理念、知識、技術を総括し、評価する

・理念、知識、技術を総括し、評価する

・理念、知識、技術を総括し、評価する

・理念、知識、技術を総括し、評価する

・リーダーとメンバーのそれぞれの立場を経験させる

・公文書としての記録の意味を知る

・ひやり・はっと記録等を読み、関連委員会に参加する

・多職種の業務に触れる機会をつくる

・委員会等に参加させる

・リーダーをつとめてみる

・利用者に必要なプログラムを企画立案する

・入浴時におきうる事故を知り回避するための留意点

　を知る

・看護師の処置業務を見学する

・軽度者への更衣を単独でできる

・失禁等に的確に対応できる

・利用者の気持ちに心を配り、尊厳を守る対応を学ぶ

・軽度者への排泄介助を単独でできる

１０５時間 １０５時間時間数

到達目標

・ケアプランを理解する

・チームケアであることを理解する

・介護職の役割と多職種連携の重要性を理解する

・訓練最終の週であり、訓練生が基本的な知識、技術を

　習得できたかの総括が必要

・今後、介護職として働くための訓練期間のまとめであ

　職業人としての新たな出発でもある

・せかせず、あわてず、楽しい食事をめざす

・むせこみのある方への留意点を理解する

・単独介助可能な利用者を増やす

・意欲を呼び起こす声かけを試みる

・生活リハビリと介護者の役割を理解する

・トランスファーの技術習得

・認知症の方へのリハビリを知る

・音楽療法、回想法、アニマルセラピー等老健での

　プログラムに参加する

・カンファレンスに参加する

・カルテ等を読む

・情報収集の方法を知る

・バイタルサインの意味を理解し、測定技術を学ぶ

・介護者の腰痛を防止する介護を学ぶ

介護老人保健施設介護技術4（第８～10週） 介護老人保健施設介護技術5（第11～13週）

・認知症の利用者を理解する

・基礎的な直接介護技術を習得

・高齢者と薬、副作用、服用方法、食事との関係を知

介護老人保健施設介護技術6（第14週）

３５時間

・評価において、追指導がある場合その意味を理解する

　とともに追指導を受けた項目を習得する。

・ＯＪＴ実施期間を振り返って、自ら不足を感じる技能、

　技能、技術の復習

・追指導のある場合は、追指導と評価を行う。

・ＯＪＴ実施期間を振り返って、自ら不足と感じている技能

　技術の復習

・ＯＪＴ実施期間を振り返ってのフォローアップ

・ＯＪＴ実施期間を振り返ってのフォローアップ

・ＯＪＴ実施期間を振り返ってのフォローアップ

・ＯＪＴ実施期間を振り返ってのフォローアップ

・ＯＪＴ実施期間を振り返ってのフォローアップ

・ＯＪＴ実施期間を振り返ってのフォローアップ

・指導者が中心になってフォローアップを行う

　　　　　　　　　　　　　　実践型人材養成システムＯＪＴカリキュラム　　　　　　　　　　　　　

・ＯＪＴ実施期間を振り返ってのフォローアップ

 



74 

 


	s1211-13n056_Part3
	s1211-13n056_Part4

